説教要旨　ヨハネ１：１－５

1:1 初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。

1:2 この言は、初めに神と共にあった。

1:3 万物は言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。

1:4 言の内に命があった。命は人間を照らす光であった。

1:5 光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。
「はじめにことばがあった」
　ヨハネによる福音書１章１－１８はこの福音書の序文とされます。序文、すなわち、導入部は一般的に申しますと、全体の主題が展開されます。つまり、その書物で著者が何を語ろうとしているのかが明らかにされます。では、ここで何が語られているのか。ある人は、じつは１：１－５がさらに１章１－１８の導入部だという考えを示しています。つまり、結局のところ、１：１－５がこのヨハネによる福音書が何を語り、何を主張しようとしているかが明らかにされると言われます。
　そこで、１章１－５を学ぼうとするのですが、なかなか意味しているとことが明確になりません。独特の表現方法が取られています。ある人は詩だといいます。だからここは詩的表現で書かれているというのです。詩がどうか判断できませんが、ここに記されている文章なり単語なりは、ただひとつの意味ではなく、いくつかの含意があるということは確かなようです。つまり、ひとつの読み方ではなく、いくつかの意味が込められているのです。ヨハネ福音書は、このような含意の書といってもよいとされています。著者は、表面的な文章の背後に、深い、深遠な意味を含めようとしている、だから、読むものも文字面だけではなく、行間に記されている真理を読み取らなければならないのです。

　さて、１章１－５の冒頭は、「はじめに」とありますが、直ちに私たちは旧約聖書の創世記１章１－を思いこします。そこには、「はじめに神は天地を創造された」とあります。ヨハネはこのことばを選んだとき、創世記１章１を念頭においていたはずです。つまり、ヨハネは第一の創造に対照される第２の創造を考えていたのです。
第１の創造は六日間で天と地にあるすべてのものが創造されます。宇宙全体が神によって創造されたのです。いかなる存在もまた神に創造されました。第２の創造は、むろん第一の創造とは異なります。しかし、それは、第一の創造に匹敵するほどの壮大な神のみ業であると明らかにしようとしています。それは無から有を作り出す神の大きな、ほかに比べようのない神のみ業です。
　ヨハネがここでまず明らかにしようとしていることは、み言葉がイエス・キリストであると言うことです。そのイエス・キリストがなさろうとされたのは、救いのみ業です。ヨハネによれば、その救いのみ業の全体は第１の創造に匹敵するのです。

　「はじめに」と言う言葉においては、同じです。ところが、創造されたものは救いなど心のもんだい、宗教的な教義の問題とされます。そして、それは個人の領域に属するとされます。ところがヨハネはそういう考えを真正面から否定しています。
第２の創造は単なる心の問題にすぎないのではありません。それは天地の創造に比べられるほどで、そこでおきることは決して些細な問題ではありません。
　以上のように、小さな「はじめに」という文章ですが、そこに驚くべき意味が含まれています。ヨハネの書き方はこうなのです。小さな単語であってもそこには大きな意味が含まれています。だから、それを見極めていく作業はとても困難を極めます。
　続いてヨハネはことばがあった、と言います。ことば＝ロゴスが何を意味しているか明らかです。それはイエス・キリストをさしています。しかし、何故ヨハネはこのような言い方をしたのでしょうか。

　これは簡単に答えられるような問ではありません。ただ、このことばはイエス・キリストをさしていることはすぐ分かります。ことば、すなわち言語はある意味では単なる音声に過ぎません。語られれば後は消えていくだけです。何も残りません〔もっともこんにちは録音装置が発達していますが、しかし、そこで記録しているのはそれ自体単なる音声であり、音波です〕。しかし、その音声に過ぎないことばが意志を伝え、あるいはそのことばで高度の真理に至ります。ことばは単なる音声と言うだけではすみません。ことばは意志を伝えるだけではなく、真理を作り出します。神はその言葉で啓示されます。神は力を持ってその存在を示されます。他の方法がなかったわけではありません。奇跡を起こし、あるいはインスピレーションとでもいうべきか、超自然的な以心伝心を用いて神はその存在を明らかにするという方法を用いられることはありません。奇跡も用いられません。神は言葉でその意志と伝えられます。この方法を廃止すことはありません。神はその思われているところを言葉で伝えます。神の重い、決断は言葉で語られ続けました。
ことばは力を持っています。それこそ、ヨハネがこの用語を用いた理由であると言えるでしょう。創造において、神は言葉で命じられますと、そのようになりました。光あれ、と命じられるとそのとおりになった。次々と、ことばをもって神は天と地とその中にある一切のものを創造されました。つまり、神の力そのものが言葉によって効果を表します。単なる音声ではなく、ことばが存在そのものを創造し、その力を発揮し、影響力を及ぼします。
　ことばは単なる音声ではなく、また、単なる意志伝達の手段にはとどまりません。また、ことばは知識を形成します。そして、創造の力にもなります。ヨハネは、天地の創造のときに、言葉も関わっていたと記します。ヨハネは生粋のユダヤ人でした。そうだとすれば、唯一の主、天地の創造主と同等の協力者がいたという結論になります。それでは多神教〔二神教〕になってしまいます。ヨハネがそんなことを考え出すわけがありません。
イエス・キリストは神ご自身であると主に天地の創造に関与されます。そうすると、イエス・キリストは神と同等に権力と力を持っていることになります。

　単なるナザレのイエスではありません。はるかにそれ以上の存在です。ヨハネは、このような恐ろしい、人間に比べると比べようのない偉大な方の活動言動を記録しようとしています。
　イエス・キリストは説教もされました。端的には、イエス・キリストは、見よ、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じよ、と語られました。ヨハネはそのことばを記します。しかし、それは宗教的天才の講義録にとどまるのではありません。そのことばで起きたことはどういうことであったのでしょうか。霊的に再生すること、キリストの復活にあずかり、永遠の命にあずかり、さらに神の国に属するものとされました。
　第１の創造において、神は六日間、言葉をかけられ、そのとおりになっていきます。そのように、ことばは創造する力でもありました。
第２の創造においても、ことばは大きな役割を果たします。それは死人をよみがえらせ、頑なな心の持ち主を神を信じるようにすることです。新しい命に生き、永遠の御国に入っていくのです。このような神を信じるものに起こることは、それが第２の創造といえるものです。
　イエス・キリストは創造に関わります。神と共にあったとヨハネは記します。それは。ことば＝キリストが神と同等であるとくことを意味していますが、創造の働きでも同等に働かれる創造者です。創造するものは被造物に対して主権を持ち、支配権を行使する権利を持っています。キリストはこのような偉大な存在です。創造者であるから、キリストは堕落していくものを見棄てることもできました。ところが創造者である方が、堕落して神から離れていくものを救うために、この世にくだってこられたのです。ヨハネはこの点にも注目をしています。

　さらに、ヨハネは命と光に言及しています。この二つは第一の創造において作られたものです。命は、神は最初の人類に吹き込まれました。そして、光は創造の最初に出現します。第一の創造において、命と光は代表的であり、中心的な位置を占めます。ところで、ヨハネは命と光に言及するとき、キリストであることばと関わっていることを明らかにします。
ことばのうちに命があった。ことばの中にある命は、第一の創造の命ではありません。しかし、第一の創造において神が命を人間に引き込まれたように、命の源であることばは命を内にもたれるだけではなく、その命を惜しみなく提供される方です。命を犠牲にして、私たちに惜しみなく与えてくださいます。
この命は死を倒し、死を克服する命、永遠の命です。第２の創造において、この命が約束され、与えられます。命は光であったと言います。
　最初の光は創造された被造世界を照らし出す物理的光に過ぎません。ここでヨハネが言う光は悪に対する光です。闇は創造された世界の中で、欲望とよこしまから発生した悪しき霊的存在を意味しています。それは創造とはかかわりがありません。けれどもこの闇は創造された世界を被い、光を消し去ろうとします。そのような闇に対して、この光は勝利します。光はここでは霊的な領域であらゆる物を照らす光とされています。ことばの中にあって、命はこの命であり、光はこの光であったとされます。
　以上のように、ヨハネ１章１－５において、私たちはヨハネによる福音書において、そこで語られるべきものが何であったかが明らかにされます。ことばはイエス・キリストが語られることばでありますが、単なる教えの言葉ではありません。それは新しい創造を引き起こすことばでした。だから、単なる知的満足を与えるだけのことばではありません。このことばは大いなる力を発揮することばであって、それに聴くとき、従い、受け入れるならば、そのときにはことばは神として働くのです。そして、私たちは新しい神の国において聴く言葉を今ここで聴くことになるのです。それは奇跡でもあります。(おわり)
